
これがなければ・・・・・・・・ 

何十年もギターをやっていて、

いまだに「これがなければ」とい

うワースト？３が、爪の手入れと、

弦の張替えと、調弦である。 

特に、爪の問題は最悪である。

小学校の高学年からギターを弾き

始めたので、ともかく、ボールを

投げる球技は、爪が割れる危険性

が高いので、全くダメ。というこ

とで、少年時代は、特に運動音痴

ではないと思うが、スポーツダメ

人間の烙印が押されていた。高校

ぐらいになると、サッカーやテニ

スが中心になり、足とラケットで

対抗するため、これらは全く OK。

しかし、社会人になると、社内交

流だというので、ソフトボールが

復活。また、それにボーリング大

会が加わるが、これなんか最悪の

スポーツ。棄権せざるを得ないし、

棄権が許してもらえない時は、や

むなく左指にボールの穴を突っ込

み参加。当然、全てガーターとみ

んなの笑いものに。仕事関係の相

手から、右指の爪が長いの見て「ギ

ターをやっているのですか」と聞

かれることは、まずなく、「あっち

系かと思いました」とは、よく言

われた。まあでも、こんなことに

全くめげないのだが、この爪の手

入れだけは、今でも、「ええーい、

しゃらくさい！！」という気分で

ある。一時期は、書道をやってい

る奥さんを見習い、書き始めの心

を落ち着かせるための作業のよう

な墨をするというものに見立て、

ギターを弾き始める前に、心を落

ち着かせるための爪磨き・・・・。

なんてことは続くわけがなく、数

日ほったらかしておくと、伸びす

ぎ状態に。学生時代は、丁寧に紙

やすりで削っていたが、最近は、

形を整えるのに、爪きりでブチブ

チ切って形を整え、ヤスリで仕上

げる乱暴なやり方でやっている

（ただ、愛用の爪切りは、岐阜県

関の名工が作ったという爪切り）。 

かつては、驚異的に長い爪（お

そらく、手のひらから見て 5mm 以

上伸びていた）を売りにしていが、

ここ最近は、比較的短くしていた。

しかし、今年４月号の現代ギター

に載っていたペロワの爪は、親指

は 1cm もあるか、ほかの指も有に

5mm 以上はありそうな爪で演奏

しているということを知って、長

くてもあんな音と演奏ができるか

と思い、また、長めになってきた。

当然に、右手の形も変わってくる

し、音色も硬質になってくるが、

ひとつひとつの音が分離して弾け

るようにはなる。それでも、１週

間ほっとくと、ひっかりもっかり

状態になる。そして、また、爪き

りでぷちぷちとやることとなる。

ということで、全く、落ち着いた

状態を保てないこととなり、非常

にまずいのではあるが・・・・・。

このいい状態で爪が伸びるのをや

めてくれないだろうかと夢のよう

なことを思う。それだったら、い

っそのことつけ爪でいいではない

かという意見もあろう。以前親指

の爪を割ってしまい綺麗サッパリ

に爪を切って親指ピックを使って

いたこともある。親指から直角に

ピックは出ているため、全く、元

を弾く感覚は違い、最初は空振り

が頻繁に起きるが、人間の感覚の

素晴らしさか、数日で馴染んでし

まう。馴染んでしまうと、はっき

りとした音が出るので、結構、気

に入っていた。１ヶ月ぐらいして

それなりに爪が伸びたあとは、や

はり元に戻したが、親指に関して

は、結構、つけ爪もいいかも。 

さて残りの２つ、弦の交換と、

調弦については、次に譲り、最近

手を抜いている CD の紹介を。 

 

今、聴いている CD は、かの世

紀のコンサートと言われた「ｼﾞｮﾝ･

ｳｲﾘｱﾑｽとｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾌﾞｰﾑの２重奏」の

ライブ版である(有名なスタジオ版

も後日紹介予定)。ライブでここま

でミスなく息がぴったり合うのか

と感心、いや尊敬する。ふたりの

音色の違いが際立ったスタジオ版

と違い、むしろ、個性を少し控え

めにし、音楽性を追求しているよ

うに聴こえる。 

ギターの二重奏では、このふた

りの他で印象にあるのが、ラゴヤ

夫婦の演奏とか、ラテンものだが

アサド兄弟のものがある。また、

変わった？ものとしては、ｼﾞｮﾝｳｲﾘ

ｱﾑｽの二重録音による「ハイラン

ド・パーク」も大好きな曲である。 

二重奏になると、格段と音の幅

が広がる。右手と左手で別の音が

出せるピアノと違い、ギターは、

右手と左手で一つ音を出すので、

二重奏になって、ピアノ一人分か

もしれないということか。（続く） 
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ギターCDレター from yakateru(第６号) 
お送りしている皆さんより好意的なレスをいただいて、気持ちよくしています。

ありがとうございます。まあ、いつまで続くのかと、思ってはいますが、・・・・・ 
さて、ギター演奏の CD の紹介をするつもりで始めましたが、CD の紹介はか

なりおざなりになっていますが、まあいいか。・・・・・・・・・ 

ギターを弾くということのなんとめんどくさいことか！・・・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけ【現代ギター４月号に掲

載されているｼﾞｭﾃﾞｨｶｴﾙ･ﾍﾟﾛﾜの

爪の写真】       ⇒ 

 

 


